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 実験方法は、2 ㎝～7cm ほどの小石を 10 数個交ぜた土砂を、滑り台全体に厚さ 10cm 敷き詰め、ノズル付
きのホースリールのシャワーを使用し、滑り台上側の土砂に降る雨をイメージして放水して、土砂が動くの
を見てもらいます。最後に滑り台の外側壁面に取り付けたメスシリンダーに、どれだけの水が入ったか確認
をして、これが実際の雨だったらどれくらいになるのかという話をしています。 
 この実験は、外で水を使うという事で、児童にはとても興味を持ってもらいやすく、当初の検討通り、飽
きられ辛いという事を実感しました。また児童は、土砂が動いた状態を見て気付いた事や、感じた事を多く
話してくれました。児童の反応を直に見られるので、嬉しく思うのと同時に、授業の奥深さ、難しさも感じ
ています。 
5. 問題点等について 
 シャワーの水を雨としている為、どうしても風の影響を大きく受けてしまい、狙った所へ降らせる事が非
常に難しくなり、土砂が動くまでに時間がかかってしまう事がありました。風の対策は現状出来ていません
が、事前に多少の水分を含ませて時間の短縮を図る事も試しています。 
現在、土砂の動きが途中で止まってしまった場合、その場所に水を集中させていますが、雨の後の地震で
土砂が動いたと想定して、滑り台底面を叩くというのはどうかと考えています。 
授業時間も決まっているので、その場での臨機応変な対応が重要だと考えています。 
6. おわりに 
 これまで、栃尾小学校での授業を複数回実施してきましたが、その度に児童から元気をもらっています。
これからも実験方法を改良し、説明時の話し方などを考えながらしっかりと対応して、今後の小学校の防災
教育に貢献していきたいと思います。 
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